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締切り
令和6年7月5日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
6月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

空欄に入る漢字を入れてできる二字熟語は何でしょう。

漢字を組み立てて二字熟語を
完成させてください

2月号のこたえ「意 思」　応募数/689名　正解数/688名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

能登半島地震の被害状況・・・・・・・・・・・P4～5

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

お友達
募集中

公式アカウント

寒

干

塩 肉

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
佐
渡
市
栗
野
江
地

区
で
水
稲
と
ネ
ギ
を
栽
培
し
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
齋
藤
正

志
さ
ん（
39
）
と
、
４
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ

の
小
学
校
１
年
生
に
な
っ
た
浩
志
さ
ん

（
６
）
で
す
。
収
穫
期
を
迎
え
た
ネ
ギ
の

畑
で
撮
影
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
通
年
で
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る

た
め
に
ネ
ギ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
活
動
を
始
め
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
す
齋
藤
さ
ん
。
今
後
は
ネ
ギ
の

栽
培
規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
齋
藤
さ
ん
の
魅
力
が
溢
れ
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

【
え
ぶ
り
で
ー
マ
ー
シ
ー
】
を

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

は
!?

長岡実測センター　〒950-0033  長岡市今朝白2丁目7-11　　TEL0258-86-6728　FAX0258-86-6729

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I
か
ら
の

お
・
知
・
ら
・
せ

家
畜
共
済
加
入
者
の
皆
様
へ

診
療
種
別
等
通
知
書
保
管
の
お
願
い

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
診
療
種
別
等
通
知
書
」
は
獣
医
師
が
診
療
し
た
際
に
、
診
療
の
内
容
や
使

用
し
た
薬
剤
な
ど
を
記
載
し
た
通
知
書
で
、
３
年
間
の
保
管
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
広
報
紙
№
17
号
の
「
明
日
へ
む
か
っ
て
」
で
、
本
文
中
に
大
根
を
桜
と
ナ
ラ

の
チ
ッ
プ
で
い
ぶ
し
て
い
る
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
ス
ギ
な
ど
の

チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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降

具

時 戸

こ
う  

し

佐渡市栗野江  齋藤正志さん



　
熊
谷
義
人
さ
ん
は
２
０
２
０
年
に
父

の
正
行
さ
ん（
66
）が
経
営
し
て
い
た「
熊

谷
農
園
」
に
自
家
就
農
し
て
、
今
年
で

５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
家
族
４

人
で
、
新
潟
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
チ
ゴ
「
越

後
姫
」
を
ハ
ウ
ス
５
棟
約
20
ａ
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
就
農
以
前
は
、
会
社
員
と
し
て
働
く

合
間
に
直
売
所
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

た
と
い
う
義
人
さ
ん
。「
商
品
を
楽
し

み
に
来
て
く
れ
た
お
客
様
と
ふ
れ
あ
う

中
で
、
自
分
も
栽
培
に
携
わ
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。

越後姫の生育を見守る義人さん

今年晩夏に定植する苗を世話する

明日へむかって
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県
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
研
修

や
家
族
か
ら
の
指
導
の
ほ
か
、
独
学
で

も
栽
培
管
理
を
３
年
ほ
ど
か
け
て
学

び
、
昨
年
か
ら
中
心
と
な
っ
て
栽
培
管

理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　「
味
が
評
価
に
直
結
す
る
の
で
気
が

抜
け
ま
せ
ん
。
責
任
者
の
重
圧
を
日
々

感
じ
て
い
ま
す
」
と
義
人
さ
ん
は
苦
笑

い
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
義
人
さ
ん
が
栽
培
責
任
者
に
な
っ
た

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
苗

の
「
間
欠
冷
蔵
処
理
」
で
す
。

　
定
植
前
の
苗
を
３
日
間
冷
蔵
処
理
し

た
後
、
ハ
ウ
ス
に
戻
し
て
３
日
間
通
常

管
理
す
る
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
３
回

程
度
繰
り
返
し
て
花
芽
の
分
化
を
促
進

す
る
技
術
で
、
定
植
時
期
を
早
め
ま
す
。

「
１
日
定
植
が
遅
れ
る
と
収
穫
開
始
が

１
週
間
後
ろ
倒
し
に
な
る
の
で
、
か
な

り
シ
ビ
ア
で
す
」
と
義
人
さ
ん
。

　
特
に
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
で
定
植
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
を
冷
蔵
処

理
し
て
い
た
こ
と
で
、
12
月
に
収
穫
が

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　「
今
後
も
冷
蔵
処
理
で
定
植
の
遅
れ

を
補
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

苗
を
出
し
入
れ
す
る
手
間
が
か
か
る
の

が
課
題
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
年
つ
く
る
苗
か
ら
、
25
日
間
連
続

し
て
冷
蔵
し
続
け
る
「
暗
黒
低
温
処
理
」

に
も
挑
戦
し
ま
す
が
、
手
間
が
な
い
分
、

失
敗
の
リ
ス
ク
が
高
い
技
術
だ
と
い
い

ま
す
。

　「
い
つ
も
買
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様

や
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
お
店
の
方

に
十
分
な
商
品
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
機
械
導
入
に
よ
る
省
力
化
や
従
業

員
の
雇
用
も
必
要
に
な
り
ま
す
」
と
義

人
さ
ん
。
将
来
は
法
人
化
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　「
目
標
は
『
地
元
の
魅
力
の
ひ
と
つ

に
な
る
こ
と
』
で
す
ね
。
地
元
企
業
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
る
生
産
者
と
し
て

も
、
働
き
た
い
人
の
雇
用
先
と
し
て
も
、

も
っ
と
魅
力
的
な
農
園
に
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
夢
を
話
し
ま
す
。

熊
谷
農
園

三
条
市
上
須
頃
１
０
０
１

電
話
番
号
０
８
０
‒５
０
９
０
‒９
０
４
１

直
売
所
は
３
月
〜
６
月

熊　谷　義　人さん（35）

三条市上須頃
熊谷農園

「越後姫」で挑戦、
　　地域の魅力になりたい

よし　　  ひと

「
越
後
姫
」栽
培
を
引
き
継
ぐ

苗
の
冷
蔵
処
理
で
猛
暑
対
策

人
と
、地
域
と
と
も
に

インスタグラム

フェイスブック

X（旧Twitter）



　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
6
、

石
川
県
輪
島
市
な
ど
で
最
大
震
度
７
を
記
録
し
、
石
川
県
内
で
は
地
震
火
災
の
発

生
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

地震により隆起した浄化槽

柱の傾斜を確認する職員

※加入限度額は、1棟当たり4,000万円
　または、建物の価値までとなります。
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損
害
評
価
か
ら
見
た
建
物
被
害
の
特

徴
は
、
基
礎
の
割
れ
、
外
壁
・
内
壁
の

亀
裂
、
屋
根
瓦
の
ず
れ
、
柱
の
傾
き
な

ど
の
被
害
が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

　
共
済
金
を
お
支
払
い
し
た
１
，０
６
３

棟
の
、
１
棟
当
た
り
の
損
害
割
合
の
平

均
は
約
12
％
。
損
害
割
合
が
20
％
以
上

の
半
壊
認
定
と
な
っ
た
建
物
は
１
７
３

棟
（
う
ち
全
損
認
定
９
棟
）
で
全
体
の

約
16
.3
％
で
す
。

　
県
内
23
市
町
村
か
ら
建
物
の
被
害
申

告
が
あ
り
、
震
源
か
ら
離
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
広
い
範
囲
に
被
害
が

及
び
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
を
振
り
返
っ
て

　NOSAIの建物共済は、火災共済と総合共済の２種類が
ありますが、風水害や雪害、地震などの自然災害に対す
る補償を受けるには総合共済の加入が必要です。
　総合共済の加入棟数は令和６年３月末日現在で22,252
棟です。中越地震が発生した平成16年度から比較すると、
加入棟数は約2.5倍に増えています。
　地震被害は震度５を超えると建物に何らかの被害が発
生すると言われていますが、近年では震度５強クラスの
地震が県内でも複数回発生しています。
　大規模な地震に遭遇した場合、身の安全確保が第一優
先ですが、大切な財産を守るために自然災害への備えと
して総合共済への加入をおすすめします。

１年間の掛金例（一般造）

用途名

補償額

住　　宅
農作業場

店舗併用住宅
寺　　院

1,000万円 2,000万円

27,700円 55,400円

32,400円 64,800円 地震・噴火
津波の場合

火災、落雷、破裂、
爆発、建物外部か
らの物体の落下、
衝突、盗難による
き損・汚損等

火災共済で対象
となる事故

風水害

雪害

・土砂崩れ
・地すべり

総合共済の支払い対象は

【共済金のお支払い・・・風水害・雪害等で一部損の場合】

【共済金のお支払い・・・地震・噴火・津波の場合】
建物の損害割合は5%以上、家具類の損害割合は70%以上からお支払いします。

+
共済金額の

50%が支払い限度（ ）

損害額 -（ （建物の価値の5%か1万円の
いずれか低い額

共済金額
建物の価値 ＝損害共済金×

損害額 × 共済金額×0.5建物の価値  ＝損害共済金

（100万円－1万円）×　　　　　　＝49万5千円1,000万円
2,000万円

建物の価値…………2,000万円
加入共済金額………1,000万円
損　害　額……………100万円

の場合

2,000万円×　　　　　　　　＝500万円
1,000万円×0.5
2,000万円

建物の価値…………2,000万円
加入共済金額………1,000万円
損　害　額…………2,000万円

の場合

　
新
潟
県
内
で
は
、
長
岡
市
中
之
島
地

区
で
震
度
６
弱
を
観
測
。
各
地
で
液
状

化
現
象
も
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
県
内

の
広
い
範
囲
で
建
物
に
被
害
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
25
日
現
在
、
全
壊
１

０
２
棟
を
含
む
２
１
，１
４
６
棟
の
住
宅

に
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
新
潟

県
報
道
資
料
よ
り
）。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
対
し
、
衷
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
末
現
在
、 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
新
潟
に
被
害
申
告
が
あ
っ
た
建
物
の

棟
数
は
約
１
，５
０
０
棟
で
し
た
。
組
合

で
は
速
や
か
に
損
害
の
調
査
を
行
い
、

追
加
の
被
害
申
告
を
除
き
、
現
地
調
査

は
終
了
し
て
い
ま
す
。。

　
３
月
末
の
支
払
棟
数
は
１
，０
６
３

棟
、
支
払
共
済
金
は
約
８
億
１
千
万

円
に
上
り
ま
し
た
。

建
物
損
害
評
価
か
ら
見
た

被
害
の
特
徴

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
共
済
支
払
状
況

県
内
の
被
災
状
況

詳しくは、お近くのNOSAIまでお問い合わせください。

総合共済を
おすすめします

万が一の災害に備えて家族のスマイル安心宣言

建物共済
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赤
塚
・
四
ツ
郷
屋

地
区

（

（

鳥
屋
野
・
両
川
・

曽
野
木
地
区

（

（

課

　長

経
理
課
長
兼
務

（

（

両
川
・
鳥
屋
野
・

曽
野
木
地
区

（

（

新
潟
市
（
豊
栄
地
区
除
く
）、
燕

市
、
五
泉
市
、
弥
彦
村
、
阿
賀
町

次
長　熊

谷
　敏
明
（
横
越
地
区
）

【
総
務
課
】

　齋
藤
　正
樹
（
上
川
・
鹿
瀬
地
区
）

　増
井
　哲
也
（
潟
東
地
区
）

﹇
総
務
係
﹈

　弦
巻
　信
一
（
橋
田
・
菅
名
地
区
）

　高
橋
　慶
成
（
弥
彦
村
地
区
）

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　藤
崎
　仁
史
（
西
川
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　青
木
　
　陵
（
小
合
地
区
）

　河
上
　麻
美
（
黒
埼
地
区
）

【
事
業
第
1
課
】

　鶴
巻
　
　隆
（
小
須
戸
地
区
）

　金
子
　和
夫
（
中
之
口
地
区
）

　外
山
　
　聡

　池
田
　和
哉
（
石
山
・
南
浜
地
区
）

　大
森
　晴
美
（
西
川
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　佐
久
間
重
俊
（
巣
本
・
新
関
地
区
）

　青
野
　泰
啓
（
根
岸
地
区
）

　長
谷
川
圭
子
（
白
根
・
小
林
地
区
）

　山
岸
　大
輔
（
巻
地
区
）

　荒
川
　拓
也
（
金
津
地
区
）

　白
井
　寛
之
（
漆
山
地
区
）

　下
保
　淳
実
（
坂
井
輪
・
内
野
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　伊
藤
　
　康
（
吉
田
・
粟
生
津
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　杉
山
　大
成
（
中
野
小
屋
地
区
）

　石
田
真
之
介
（
川
東
・
川
内
地
区
）

　大
山
　晴
稔
（
松
野
尾
・
角
田
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　小
林
　直
子
（
岩
室
地
区
）

　中
山
　
　薫
（
茨
曽
根
地
区
）

　加
茂
川
知
起
（
大
江
山
地
区
）

　板
垣
　直
仁
（
大
蒲
原
地
区
）

【
事
業
第
2
課
】

　大
森
　芳
則
（
味
方
地
区
）

　大
橋
　一
弘
（
川
東
・
川
内
地
区
）

　桜
井
　
　健
（
臼
井
地
区
）

　池
端
富
美
代
（
阿
賀
満
地
区
）

　河
上
　義
成
（
国
上
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　和
平
　裕
行
（
鷲
巻
地
区
）

　石
塚
　
　航
（
庄
瀬
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　川
島
　正
嗣
（
吉
田
・
米
納
津
地
区
）

　新
保
　七
海
（
漆
山
地
区
）

　新
野
　貴
暁
（
五
泉
地
区
）

　長
谷
川
　楓
（
小
池
・
燕
地
区
）

　槇
田
　和
浩
（
峰
岡
地
区
）

【
総
務
部
】

　斎
藤
　二
夫
（
部
長
）

　

﹇
総
務
課
﹈

　佐
藤
　孝
之
　

　日
下
部
　修
（
総
務
係
長
）

　  

　田
邊
悠
太
郎
（
総
務
係
主
事
）

　山
本
　芽
育
（
総
務
係
主
事
）

　杵
鞭
　
　葵
（
総
務
係
技
師
）

　

　伊
藤
　香
織
（
人
事
管
理
係
長
）

　

　長
谷
川
　葵
（
人
事
管
理
係
主
事
）

　齋
藤
　
　淳
（
専
門
員
）

　

﹇
経
理
課
﹈

　池
端
　
　肇
（
経
理
課
長
補
佐
）

　

　塩
田
　
　舞
（
経
理
係
主
事
）

　

本
　
　所

令
和
6
年
度
の
職
員
人
事
配
置

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

職
員
紹
介

【
本
　
　所
】

　小
　泉
　
　広

【
下
越
支
所
】

　貝
沼
　里
佳
子

【
新
潟
支
所
】

　井
海
田
　克
志

　中 

川
　武  

蔵

【
中
越
支
所
】

　杵 

渕
　篤  

哉

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

退
職
職
員

参　  事
太  田  耕太郎

支所長
永  井　政  雄
（黒埼地区）

﹇
企
画
管
理
課
﹈

　羽
深
　耕
明
（
課
長
）

　

　山
口
　真
道
（
企
画
係
長
）

　

　阿
部
奈
津
美
（
広
報
係
長
）

　

　大
澤
　
　葵
（
シ
ス
テ
ム
管
理
係
長
）

【
第
1
事
業
部
】

　浅
野
　
　勝
（
部
長
）

﹇
農
産
課
﹈

　髙
橋
　正
史
（
課
長
）

　

　佐
藤
　貴
士
　

　伊
藤
　
　創
　

﹇
家
畜
課
﹈

　裾
分
久
仁
子
（
課
長
）

　

　川
村
　幸
司
（
課
長
補
佐
）

　

　関
根
　秀
男
（
家
畜
共
済
係
長
）

　

　金
子
　文
恵

　伊
藤
　悠
真
　

　田
村
　雄
飛
（
診
療
係
長
）

　

　坪
川
　愛
幸
（
診
療
係
技
師
）

　

　須
戸
　皐
月
（
診
療
係
技
師
）

　

　佐
藤
　昭
仁
（
嘱
託
獣
医
師
）

　

【
第
2
事
業
部
】

　池
田
　
　勇
（
部
長
）

﹇
果
樹
園
芸
課
﹈

　上
野
　
　貴
（
課
長
）

　

　高
見
幸
太
郎
（
果
樹
共
済
係
長
）

　

　長
澤
　
　栞

　山
田
　祥
弘

﹇
建
物
農
機
具
課
﹈

　遠
藤
　
　聡
（
課
長
）

　

　盛
山
　裕
子
（
課
長
補
佐
）

　

　松
川
　周
子
（
任
意
共
済
係
長
）

　

　清
水
　悠
太
（
任
意
共
済
係
技
師
）

　南
場
　
　萌
（
任
意
共
済
係
主
事
）

　渡
邉
　岳
志
（
専
門
員
）

　

【
収
入
保
険
部
】

　武
藤
　健
一
（
部
長
）

【
監
査
室
】

　笹
﨑
　和
人
（
室
長
）

　

　井
澤
　
　聡
（
副
考
査
役
）

　

【
出
向
職
員
】

N
O
S
A
I
全
国
連

　窪
田
　
　稔
（
業
務
部
企
画
課
長
）

新
潟
市
（
豊
栄
地
区
）、

新
発
田
市
、村
上
市
、阿
賀
野
市
、

胎
内
市
、
聖
籠
町
、
関
川
村

次
長　片

桐
　
　強
（
新
発
田
地
区
）

【
総
務
課
】

　髙
橋
　則
夫
（
加
治
川
地
区
）

﹇
総
務
係
﹈

　北
林
　幸
子
（
黒
川
地
区
）

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　佐
藤
　友
和
（
安
田
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　齋
藤
　
　南
（
新
発
田
地
区
）

【
事
業
第
1
課
】

　本
間
　
　剛
（
新
発
田
地
区
）

　横
山
　和
典
（
神
林
地
区
）

　大
野
　利
行
（
水
原
地
区
）

　伊
藤
　一
幸
（
村
上
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　小
薬
　
　智
（
新
発
田
地
区
）

　村
山
　真
実
（
村
上
地
区
）

　鈴
木
　紀
裕
（
豊
浦
地
区
）

　田
邉
　
　貴
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

　姉
崎
　智
也
（
新
発
田
地
区
）

　髙
橋
　千
樹
（
朝
日
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　川
瀬
　竜
也
（
豊
栄
地
区
）

　三
宅
　寛
亮
（
荒
川
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　小
林
　
　徹
（
山
北
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　江
田
　朋
弘
（
安
田
地
区
）

　諱
　
　正
榮
（
新
発
田
地
区
）

　土
田
　
　傑
（
聖
籠
町
）

【
事
業
第
2
課
】

　鈴
木
　真
哉
（
豊
栄
地
区
）

　内
藤
美
和
子
（
笹
神
地
区
）

　小
野
　英
虎
（
紫
雲
寺
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　須
磨
　智
昭
（
水
原
地
区
）

　佐
藤
　沙
耶
（
豊
栄
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　内
田
　優
駿
（
中
条
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　遠
藤
　悦
子
（
笹
神
地
区
）

　田
代
　文
男
（
笹
神
地
区
）

　髙
橋
　勝
文
（
朝
日
地
区
）

　髙
橋
　宏
則
（
関
川
村
）

　鈴
木
　和
紀
（
神
林
地
区
）

　折
笠
　暢
志
（
豊
栄
地
区
）

　廣
川
　祥
己
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　小
池
　
　徹
（
山
北
地
区
）

　小
田
　好
幸
（
関
川
村
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　鈴
木
　里
美
（
荒
川
地
区
）

　相
馬
　敏
明
（
豊
浦
地
区
）

　船
山
　千
恵
（
新
発
田
地
区
）

　奥
山
　遠
志
（
加
治
川
地
区
）

下
越
支
所

支所長
小  泉　正  志
（中条地区）

農
作
物
・
畑
作
物
共
済

損
害
防
止
係
長

（

（

家
畜
損
害
防
止
係

技
師

（

（

家
畜
損
害
防
止
係

技
師

（

（

園
芸
施
設
共
済
係

主
任

（

（

園
芸
施
設
共
済
係

技
師

（

（

畑
作
物
共
済

損
害
防
止
係
主
事

（

（

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　半
間
祐
美
子
（
坂
井
輪
・
内
野
地
区
）

　西
脇
　正
和
（
月
潟
地
区
）

　池
田
健
太
郎
（
島
上
地
区
）

　初
鹿
野
祥
子
（
中
之
口
地
区
）

　大
西
　瑛
子
（
新
関
地
区
）

　榎
並
　宏
之
（
大
郷
地
区
）

　小
林
　勇
樹
（
新
津
地
区
）

　矢
貫
　
　詢
（
津
川
・
三
川
地
区
）

　本
間
　将
嗣
（
荻
川
地
区
）

　堤
　
　展
人

　瀬
賀
　
　翼
（
濁
川
・
大
形
地
区
）

　佐
藤
　稜
真
（
橋
田
・
菅
名
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　田
村
　隆
幸
（
岩
室
地
区
）

　川
崎
　文
広
（
新
飯
田
地
区
）

　高
橋
　和
也
（
亀
田
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　勝
山
　
　豊
（
小
中
川
・
松
長
地
区
）

　丸
山
　和
也
（
潟
東
地
区
）

　榎
並
　郁
美

　信
田
　達
哉
（
村
松
・
十
全
地
区
）

新
潟
支
所
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嵐
口
三
七
子
（
名
立
区
）

﹇
果
樹
・
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
上
野
　
一
広

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
早
川
　
　
尚

　
内
藤
　
　
晋
（
大
島
区
）

　
竹
内
　
　
淳
（
斐
太
・
矢
代
地
区
）

　
西
山
　
典
子
（
和
田
・
三
郷
地
区
）

　
岡
田
　
　
茜
（
五
智
・
有
田
地
区
）

　
吉
崎
　
雅
之

【
収
入
保
険
課
】

　
大
橋
　
　
保
（
新
井
・
水
上
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
奥
田
　
裕
英
（
安
塚
区
）

　
八
木
　
俊
彦
（
清
里
区
・
五
公
地
区
）

　
田
中
　
健
介

【
糸
魚
川
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
】

　
平
木
　
久
美

　
杉
原
　
　
剛

﹇
事
業
係
﹈

　
尾
崎
　
　
博

　
五
井
野
利
一

小
千
谷
市
、十
日
町
市
、魚
沼
市
、

南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
津
南
町

次
長

　
中
條
　
富
康
（
上
田
地
区
）

【
総
務
課
】

　
増
田
　
一
春
（
石
打
地
区
）

﹇
総
務
・
企
画
広
報
係
﹈

　
柳
　
　
瑞
穂

﹇
経
理
係
﹈

　
関
　
小
緒
里

【
事
業
第
1
課
】

　
南
雲
　
克
視
（
小
出
地
区
）

　
小
幡
　
正
志

﹇
農
作
・
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
松
崎
　
智
紀
（
城
内
地
区
）

　
山
田
　
大
輔
（
中
里
地
区
）

　
山
口
　
　
透
（
城
川
・
坪
野
地
区
）

　
髙
橋
　
倫
平
（
堀
之
内
地
区
）

佐
渡
市

次
長

　
本
間
　
丈
晴
（
相
川
・
新
穂
地
区
）

【
総
務
課
】

﹇
総
務
・
企
画
広
報
・
経
理
係
﹈

　
長
尾
　
真
志
（
畑
野
地
区
）

【
事
業
第
1
課
】

　
鈴
木
　
尚
之
（
真
野
地
区
）

　
仲
川
　
貴
浩
（
両
津
地
区
）

﹇
農
作
・
畑
作
物
共
済
、損
害
防
止
係
﹈

　
筑
前
　
健
司
（
羽
茂
・
赤
泊
地
区
）

　
鹿
野
　
裕
介
（
相
川
地
区
）

　
菊
池
　
柚
衣
（
新
穂
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
石
船
　
康
晴
（
佐
和
田
地
区
）

【
家
畜
診
療
所
】

　
吉
田
万
里
子
（
技
師
）

　
相
田
　
謙
一
（
嘱
託
獣
医
師
）

魚
沼
支
所

支所長
関 　　俊　光
（小千谷地区）

支所長
清  水　裕  一
（鳥坂・新井南部地区）

上
越
支
所

能
生
谷
・
磯
部
・

能
生
地
区

（

（

大
野
・
根
知
・
小
滝
・

今
井
・
青
海
地
域

（

（

支所長
仲　川 　　裕

佐
渡
支
所

【
事
業
第
２
課
】

　
齋
藤
　
卓
海
（
畑
野
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　
三
浦
　
秀
二
（
両
津
・
金
井
地
区
）

　
佐
久
間
圭
吾
（
金
井
地
区
）

　
渡
部
　
奎
奈
（
佐
和
田
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
髙
津
　
佳
步
（
小
木
・
羽
茂
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
金
田
　
竜
大
（
両
津
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
笠
井
　
章
宏
（
真
野
・
羽
茂
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
藤
井
　
成
治
（
畑
野
・
赤
泊
地
区
）

長
岡
市
、
三
条
市
、
加
茂
市
、

柏
崎
市
、
見
附
市
、
田
上
町
、

出
雲
崎
町
、
刈
羽
村

次
長

　
大
浦
　
吉
之

【
総
務
課
】

　
小
林
　
直
規
（
寺
泊
地
区
）

　
五
十
嵐
圭
司

﹇
総
務
係
﹈

　
小
山
　
安
奈
（
三
島
地
区
）

　
西
村
　
順
子
（
和
島
地
区
）

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　
久
須
美
統
史

﹇
経
理
係
﹈

　
岡
本
　
浩
美
　

【
事
業
第
1
課
】

　
寺
尾
　
英
康
（
上
条
・
高
田
地
区
）

　
阿
部
　
正
弘
（
西
山
地
区
）

　
林
　
　
直
樹
（
森
町
・
鹿
峠
地
区
）

　
安
達
　
長
朗

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
髙
橋
　
　
肇
（
刈
羽
地
区
）

　
加
藤
　
和
也
（
越
路
地
区
）

　
小
山
　
純
希
（
中
通
・
西
中
通
地
区
）

　
今
　
　
美
里
（
見
附
・
上
北
谷
地
区
）

　
五
十
嵐
優
依
（
中
条
・
中
野
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
笹
川
　
正
宏
（
与
板
地
区
）

　
佐
藤
　
夏
希
（
田
尻
・
北
鯖
石
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
服
部
　
政
宏
（
東
谷
・
入
東
谷
地
区
）

　
渡
辺
　
浩
幸

　
坂
上
　
達
彦
（
加
茂
地
区
）

　
江
口
　
敬
人
（
新
潟
・
今
町
地
区
）

　
金
子
　
　
亮
（
寺
泊
地
区
）

　
長
谷
川
智
也
（
長
沢
地
区
）

　
永
井
　
　
隆

　
長
谷
川
寿
敏

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
古
関
　
良
輔
（
大
面
地
区
）

　
眞
保
　
佳
史
（
下
川
西
地
区
）

【
事
業
第
2
課
】

　
諏
佐
　
　
渉
（
三
条
地
区
）

　
佐
々
木
　
登
（
出
雲
崎
地
区
）

　
亀
井
　
辰
也
（
北
谷
・
葛
巻
地
区
）

　
小
野
田
英
樹
（
田
上
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　
川
上
　
　
守

　
島
岡
　
　
譲
（
七
谷
地
区
）

　
阿
部
ひ
よ
り
（
下
条
・
須
田
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
森
山
奈
津
江
（
深
沢
・
才
津
地
区
）

　
大
久
保
隼
人
（
本
成
寺
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
佐
藤
　
　
薫
（
大
島
地
区
）

　
小
澤
　
英
之
（
井
栗
地
区
）

　
原
　
　
和
美
（
大
崎
・
保
内
地
区
）

　
堀
　
　
芳
美
（
小
国
地
区
）

　
佐
藤
　
隆
英

　
小
泉
　
一
姫
（
上
塩
谷
・
下
塩
谷
地
区
）

　
平
田
菜
津
美
（
福
島
地
区
）

　
齋
藤
　
美
沙
（
宮
本
・
大
積
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
浅
野
　
俊
郎

　
諏
訪
林
　
徹

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
浅
野
　
優
子
（
上
川
西
・
福
戸
地
区
）

　
早
川
　
利
仁
（
下
条
・
須
田
地
区
）

　
田
口
　
春
奈
（
宮
内
・
太
田
地
区
）

支所長
小  池　一  彦

中
越
支
所

西
所
・
三
沼
・

信
条
地
区

（

（

十
日
町
・

六
日
市
地
区

（

（

中
鯖
石
・
南
鯖
石
・

北
条
地
区

（

（

日
越
・
王
寺
川
・

関
原
地
区

（

（

山
古
志
・
川
口
地
区
・

栃
尾
・
荷
頃
・
西
谷
・

中
野
俣
・
半
蔵
金
地
区

（

（

柏
崎
・
上
米
山
・

米
山
・
高
浜
地
区

（

（

富
曽
亀
・
新
組
・

黒
条
地
区

（

（

中
之
島
・
中
通
・

上
通
地
区

（

（

長
岡
・
栖
吉
・

山
本
地
区

（

（

野
田
・
鵜
川
・

高
柳
地
区

（

（

川
治
・
六
箇
・

水
沢
地
区

（

（

湯
之
谷
・

入
広
瀬
地
区

（

（

川
井
・
岩
沢
・

真
人
地
区

（

（

秋
成
・
中
深
見
・

下
船
渡
・
大
割
野
地
区

（

（

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区

（

（

津
有
南
部
・

髙
士
地
区

（

（

浦
本
・
大
和
川
・

西
海
・
糸
魚
川
地
区

（

（

上
早
川
・
下
早
川
・

木
浦
地
区

（

（

桑
取
・
谷
浜
・

八
千
浦
地
区

（

（

関
山
・
原
通
・

大
鹿
・
豊
葦
地
区

（

（

吉
川
区
吉
川
・

旭
地
区

（

（

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
平
賀
　
　
誠
（
湯
沢
町
地
区
）

　
南
雲
　
　
敦
（
中
条
・
下
条
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
中
島
　
和
城
（
松
之
山
地
区
）

　
榎
本
　
直
子
（
浦
佐
・
薮
神
地
区
）

【
家
畜
診
療
所
】

　
広
井
　
信
人
（
獣
医
師
）

【
事
業
第
2
課
】

　
稲
垣
　
達
哉
（
大
巻
地
区
）

　
佐
藤
　
　
守
（
片
貝
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
浅
井
　
雅
更
（
五
十
沢
地
区
）

　
佐
藤
　
大
将
（
守
門
地
区
）

　
重
野
亜
也
子
（
千
田
・
東
山
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
阿
部
　
美
香
（
塩
沢
地
区
）

　
西
潟
　
研
二
（
中
之
島
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
清
水
　
　
学
（
広
神
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
五
十
嵐
淳
二
（
大
崎
・
東
地
区
）

　
髙
橋
　
龍
一
（
六
日
町
地
区
）

【
中
魚
沼
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
】

　
横
田
　
直
紀

﹇
総
務
係
﹈

　
庭
野
　
吉
伸

﹇
事
業
係
﹈

　
中
嶋
　
裕
樹
（
松
代
地
区
）

　
中
島
由
美
子
（
川
西
地
区
）

　
山
口
　
拓
郎

上
越
市
、
糸
魚
川
市
、
妙
高
市

次
長

　
渡
邉
　
弘
幸

【
総
務
課
】

　
小
野
美
代
子
（
浦
川
原
区
）

﹇
総
務
・
企
画
広
報
係
﹈

　
佐
藤
　
正
銘
（
大
潟
区
・
明
治
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　
中
嶋
　
未
来

【
事
業
第
1
課
】

　
齋
藤
　
　
晃
（
上
杉
・
美
守
地
区
）

　
柳
沢
　
　
司
（
黒
川
・
源
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
竹
沢
　
高
吏
（
高
田
・
新
道
地
区
）

　
内
藤
由
紀
子

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
小
川
　
結
衣

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
内
藤
　
清
彦
（
春
日
・
金
谷
地
区
）

　
金
子
　
晴
貴

　
小
松
　
孝
徳

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
宮
腰
　
克
巳
（
牧
区
）

　
中
曽
根
正
一
（
中
郷
区
）

【
家
畜
診
療
所
】

﹇
診
療
所
業
務
係
﹈

　
丸
山
　
知
美
（
獣
医
師
）

【
事
業
第
2
課
】

　
小
林
　
　
匡

外
丸
・
上
郷
・

赤
沢
地
区

（

（

宮
島
・
筒
方
・

豊
原
地
区

（

（

保
倉
・

北
諏
訪
地
区

（

（

針
・
山
部
・

寺
野
地
区

（

（

津
有
北
部
・

諏
訪
地
区

（

（

南
川
・
大
瀁
・

大
坂
井
地
区

（

（

妙
高
高
原
地
域
・

関
山
地
区

（

（

柿
崎
・

下
黒
川
地
区

（

（

長
岡
・
栖
吉
・

山
本
地
区

（

（

富
曽
亀
・
新
組
・

黒
条
地
区

（

（

下川西地区
栃尾・荷頃・西谷・
中野俣・半蔵金地区（ （
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佐渡支所 下越支所

新潟支所

中越支所

魚沼支所
上越支所

加入者が６倍に
増えています

519
857

1,894
2,589

3,266

新潟県の収入保険加入者数の推移（件）

4,000

3,000

0

1,000

2,000

令和2年令和元年 令和3年 令和4年 令和5年

　
昨
年
は
、
梅
雨
明
け
以
降
の
記
録
的

な
猛
暑
や
水
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
干

害
に
よ
る
生
育
不
良
等
が
発
生
し
、
収

量
が
低
下
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
想
定
を
超
え
る
豪
雨
や
台

風
等
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
イ
ノ
シ
シ

等
の
獣
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
頻
発
す
る
災
害
に
備
え
て
、
そ
ば
共

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
制
度
開
始
か
ら
５
年
を
経

過
し
た
新
潟
県
の
加
入
者
数

は
、
３
，２
６
6
件
と
ス
タ
ー

ト
し
た
時
か
ら
６
倍
に
増
え

て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
災
害
が
激
甚
化
・

頻
発
す
る
中
で
、
安
心
し
て

営
農
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

収
入
保
険
で
備
え
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
加
入
申
込
期
間
】

　
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

【
補
償
対
象
と
な
る
災
害
】

　
風
水
害
・
土
壌
湿
潤
害
・
干
害
・
そ

　
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
・

　
火
災
・
病
虫
害
・
鳥
獣
害

【
補
償
期
間
】

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

【
共
済
掛
金
】

　
共
済
掛
金
の
55
％
は
国
が
負
担
し

　
ま
す
。

被害のない9月のソバ圃場（十日町市）

農家ごとに、収穫量が基
準収穫量の補償割合を下
回ったときに、共済金を
お支払いします。

農家ごとに、市町村統計
データによる収穫量が基
準収穫量の補償割合を下
回ったときに、共済金を
お支払いします。

そ
ば
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
て

収入保険は自然災害や市場価格の低下、ケガや病気などあらゆるリスクによる収入減少を補てんしています。
新潟県内においても、年々加入される農家が増加しています。令和４年に契約した加入者は2,589件で、
そのうち令和５年にお支払いした件数は676件となり、加入者のうち1/4の方が支払い対象となりました。
青色申告を行っている農業者で、まだ加入していない方は、農業経営をサポートする収入保険で「もしも」
に備えましょう。

令和４年保険期間の保険金等支払状況

内支払件数　　 676件
県内加入件数 2,589件

支払件数の割合
26.1％

支払総額　6億5,212万9,825円

【事故の種類】

【加入方式と補償内容】

■ 豪雨・長雨
■ 高温
■ 日照不足等
■ 病害虫
■ 病気・けが
■ その他

18.1%

34.9%25.3%

13.6%

1.5%
6.6%

（令和5年12月末現在）

佐渡支所
支払件数　24件
加入件数 182件

上越支所
支払件数　77件
加入件数 264件

魚沼支所
支払件数　52件
加入件数 336件

新潟支所
支払件数 245件
加入件数 711件

中越支所
支払件数 160件
加入件数 640件

事前の備えが大切です! 収入保険 加入者の が増加中!

新潟支所　事業第2課
任意共済係
(新潟市出身)

佐  藤　稜  真
さ　　とう 　　りょう　  ま

新潟支所　事業第1課
農作物共済係
(富山県出身)

下  保　淳  実
か　　 ほ　　   あつ　　み

下越支所　事業第2課
果樹共済係

（新潟市出身）

佐  藤　沙  耶
さ　　とう 　　  さ　　  や

佐渡支所
家畜診療所（医療職）
(愛知県出身)

吉  田　万 里 子
よし　　だ　　　 ま　   り　   こ

本所　第1事業部
家畜課（医療職）
(茨城県出身)

伊  藤　悠  真
い　   とう　　 ゆう　　ま

中越支所　事業第2課
果樹共済係
(長岡市出身)

阿  部　ひ よ り
あ　　 べ

中越支所　事業第1課
家畜共済係
(新潟市出身)

眞  保　佳  史
しん　　ぼ　　　よし　ふみ

加入方式
（補償割合）

全相殺方式
（８・７・６割）

地域インデックス方式
（９・８・７割）

補償内容

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
新
潟

　入
職
員
を

紹
介
し
ま
す

【支所別支払状況】

【
収
入
保
険
加
入
状
況
】

　
令
和
４
年
の
収
入
が
減
少

し
た
加
入
者
へ
お
支
払
い
し

た
保
険
金
等
は
、
６
７
６
件
、

約
６
億
５
，２
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
加
入
者
全
体
の
26
%
の
方

に
対
し
て
お
支
払
い
し
、
１

件
当
た
り
平
均
支
払
額
は
約

96
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
令

和
５
年
の
つ
な
ぎ
融
資
の
利

用
者
は
31
件
で
農
家
経
営
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
保
険
金
等
の
支
払
状
況
】

　
令
和
４
年
は
、
６
月
か
ら
７
月
の

高
温
・
多
照
・
少
雨
や
、
８
月
に
県

北
地
域
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
、
台

風
11
号
、
14
号
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
に

よ
る
異
常
高
温
な
ど
の
気
象
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
気
や
害

虫
、
イ
ノ
シ
シ
や
猿
な
ど
に
よ
る
獣

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
収
入
が
減
少

す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

【
主
な
支
払
原
因
】

※つなぎ融資利用件数 31件

下越支所
支払件数 118件
加入件数 456件
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手作りしそジュースキットと塩麹の商品

商品を手にする早津代表

大根の酢漬けと味噌漬け 商品を前に長谷川さん

「みんなのひろば」は各支所での
出来事や、地域の話題、NOSAI
部長さんや組合員さんにスポット
をあて、紹介するコーナーです。

新潟
支所

上越
支所

支所通信

　長
谷
川
さ
ん
が
漬
物
販
売
を
始

め
た
の
は
、
定
年
後
に
知
人
か
ら

「
直
売
所
が
で
き
る
の
で
何
か
出
し

て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
調
理
師
免
許
を

持
っ
て
い
た
の
で
資
格
を
生
か
し

て
加
工
品
を
出
そ
う
と
考
え
、
県

農
業
大
学
校
で
２
年
間
研
修
を
受

け
、
平
成
21
年
に
加
工
施
設
「
幸

川
庵
」
を
造
り
漬
物
加
工
販
売
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
販
売
当
初
は
売
れ
残
り
も
多
く
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
現
在
は
味
噌

漬
け
を
メ
イ
ン
に
加
工
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
２
か
月
以
上
塩
漬
け

し
た
後
、
３
か
月
味
噌
に
漬
け
ま

す
。
味
噌
に
漬
け
る
際
は
、
自
分

が
求
め
る
味
と
色
に
す
る
た
め
、

水
の
代
わ
り
に
醤
油
を
混
ぜ
て
漬

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漬
け
石
も

市
販
さ
れ
て
い
る
重
石
だ
と
う
ま

く
漬
か
ら
な
い
た
め
、昔
か
ら
使
っ

て
い
る
天
然
の
石
を
使
っ
て
い
ま

す
。

　「
石
を
持
つ
の
は
重
い
で
す
が
、

足
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
良
い
運

動
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　
材
料
の
野
菜
は
自
分
の
畑
で
栽

培
し
た
も
の
や
、
町
内
外
の
農
家

か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、
味
噌
や
調

味
料
も
同
町
津
川
や
県
外
か
ら
気

に
入
っ
た
も
の
を
取
り
寄
せ
る
な

ど
お
い
し
さ
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

　
漬
物
は
阿
賀
町
の
津
川
地
区
農

林
水
産
物
直
売
所
、
生
鮮
の
杜
カ

ラ
オ
、
五
泉
市
の
大
湊
直
売
所
、

新
潟
市
の
い
っ
ぺ
こ
〜
と
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ソ
の
実
と
野

菜
を
混
ぜ
た
味
噌
漬
け
は
特
に
人
気

の
商
品
で
す
。「
も
う
や
め
よ
う
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り

の
人
か
ら
の
声
を
励
み
に
、
ま
だ
ま

だ
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

阿
賀
町
平
堀
「
幸
川
庵
」
　長 

谷 

川  

幸  

子
さ
ん

こ
う
せ
ん
あ
ん

地
元
の
食
材
を
使
っ
た

　
　味
噌
漬
け
が
大
好
評

理
事
長

　早
　津
　
　薫
さ
ん（
60
）

障
害
者
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業

一
般
社
団
法
人  

土
の
香
工
房  

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
ド
リ
ー
と
緑
の
風

農
福
連
携
で
利
用
者
の
自
立
の
道
を
拓
く

　『ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
ド
リ
ー

と
緑
の
風
』
は
、
２
０
２
０
年

新
潟
県
の
優
良
農
業
経
営
体
表
彰

で
最
高
賞
の
県
知
事
賞
を
受
賞
し

た
障
害
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所

で
す
。　

　
従
業
員
は
、
自
社
農
園
で
栽
培

し
た
野
菜
や
ハ
ー
ブ
、
規
格
外
の

地
元
農
作
物
、
日
本
海
で
水
揚
げ

さ
れ
た
鮮
魚
を
加
工
し
販
売
し
た

り
、
地
域
の
農
家
へ
出
か
け
施
設

外
就
労
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
手
作
り

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
キ
ッ
ト
が
お
す
す

め
で
す
。
自
社
栽
培
し
た
赤
し
そ

を
乾
燥
し
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
に
加
工

し
て
い
ま
す
の
で
、
手
軽
に
し
そ

ジ
ュ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
乾
燥
加
工
は
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
分
野
で
す
の
で
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
話

す
早
津
代
表
。
昨
年
は
５
a
だ
っ

た
赤
し
そ
の
栽
培
面
積
を
50
a
に

増
や
し
、
看
板
商
品
の
自
社
製
バ

ジ
ル
を
使
用
し
た
調
味
料
「
バ
ジ

ル
塩
麹
」
と
と
も
に
全
国
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
商
品
は
、
上
越
市
内
の
直
売
所

や
上
越
妙
高
駅
、
同
法
人
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
も
購
入
で
き

ま
す
。

〒
９
４
３
‐
０
８
４
４

新
潟
県
上
越
市
丸
山
新
田
１
８
３
‐
１

電
話
0
2
5
‐
5
4
6
‐
7
1
2
7

安
心
し
て
農
業
に

打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す

貝

　沼

　
　純
さ
ん（
48
歳
）

Ｑ 

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
は
何

で
す
か
。

Ａ 

農
業
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

産
業
で
す
。
予
期
せ
ぬ
事
態
が
近
年
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
経
営
面
積
が

増
え
て
い
く
中
で
、
従
来
の
水
稲
共
済

の
内
容
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
経
営
の
リ
ス
ク
管
理
を

考
え
る
と
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
収
入
保
険
は
自
分
の
経
営

に
あ
っ
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ 

収
入
保
険
で
保
険
金
等
を
受
け
た

と
き
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ  

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
価
格
低

下
や
令
和
４
年
の
水
害
に
よ
っ
て
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
獣
害

で
そ
ば
に
も
被
害
が
あ
り
、
保
険
金
を

受
け
取
り
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

Ｑ  

収
入
保
険
に
対
し
て
、
改
善
し
て

ほ
し
い
事
項
は
あ
り
ま
す
か
。 

Ａ  

類
似
制
度
の
整
理
を
し
、
収
入
保
険

の
拡
充
と
現
場
に
あ
っ
た
制
度
作
り
を

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―収入保険相談窓口―
収入保険に関するお問い合わせ・ご相談は左の二次元コードを
読み込み必要事項を入力してください。

収入保険気になる
どうなの Ｑ A＆第７回

村
上
市
関
口

株
式
会
社
貝
沼
農
場

　代
表
取
締
役

キョウコさん

収入保険のことなら
私にお任せ

　今回は、収入保険の手続きが自宅のパソコンから手続きできるイン
ターネット申請についてお知らせします。
　インターネット申請をすると、新規加入者は4,500円、継続加入者
は2,200円の割引がありお得です。また、好きな時間に手続きができ
るのも利点です。

入力方法の説明ページと操作説明動画をご用意
していますので、ご活用ください。　★詳細はこちら➡

【インターネット申請を始めるには】
①経済産業省が発行する「gBizID」を取得します。
②取得後、インターネット申請するためのIDである
　「eMAFFプライム」を取得します。
　(取得はNOSAI職員がサポートし利用設定を行います)

ジービズアイディ

水
稲
47 

ha
・
そ
ば
13 

ha

加
工
品（
お
か
ゆ
の
缶
詰
）等

ズ
バ
リ
聞
き
ま
し
た
!!

収
入
保
険

加
入
者
に
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道
の
駅
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
内
に
あ
る
「
越

後
妻
有
お
み
や
げ
館
」
で
は
、
十
日
町
の
生
地
工
芸

品
や
地
元
産
の
米
や
野
菜
、
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
で

あ
る
妻
有
ポ
ー
ク
や
ジ
ビ
エ
の
加
工
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
名
産
で
あ
る
へ
ぎ
そ

ば
や
十
日
町
地
域
の
地
酒
も
豊
富
な
種
類
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　
お
み
や
げ
館
内
に
は
、「
最
多
の
手
作
り
詰
め
物

人
形
展
示
物
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ

れ
た
「
幸
せ
を
呼
ぶ
傘
つ
る
し
雛
」
が
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
さ
れ
、
１
１
，０
０
０
個
を
超
え
る
飾
り
が
圧
巻

の
光
景
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
３
年
に
１
度
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」

が
７
月
か
ら
11
月
ま
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
コ
ラ
ボ
商
品
も
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
隣
接

Cooking

キュウリ
新潟のキュウリは、水田地帯の豊富な地下水を活用して
栽培されており、みずみずしさと「パリッ」とした歯切
れの良さが特徴です。主産地は新潟市で、県内出荷量の
５割程度を占めています。
キュウリは90％以上が水分で、栄養素はビタミンＡ、Ｂ
1、Ｃ等を含み、むくみや利尿、胸やけ防止等
によい野菜として昔から利用されています。

キュウリのやみつき冷水餃子

美味しく・
楽しくうちごはん♥

ノーサイくん

【材　料】 ２0個分

①キュウリは縦半分に切り、スプーンで種を取り除く（種はとっておく）。
　１本半分は薄切りにし、塩でもみ、水気が出てくるまで10分ほどおき
水気を絞る。

　残りのキュウリは仕上げ用に斜め薄切りにする。
②キュウリの種と〈たれ〉の材料を混ぜ合わせる。
③ボウルに鶏ひき肉、（A）、水気を絞ったキュウリ、黒いりごま
を入れ混ぜる。

⑤鍋にたっぷりの湯を沸かし、④を入れて中火で２分ほど茹で、
冷水にとりしっかりと冷やし水気を切る。

⑥器に盛り付け、仕上げ用のキュウリ、
青じそをのせたれにつけて完成。

【作り方】

©新潟ウチごはんプレミアム

キュウリ　　　　2本
鶏ひき肉　　　　100ｇ
黒いりごま　　　大さじ1
塩（塩もみ用） 　小さじ1/4
餃子の皮　　　　20枚
  （A）
　塩　　　　　　小さじ1/4　
ごま油　　　　　小さじ1
ショウガのすりおろし　小さじ1
〈たれ〉
しょう油　　　　大さじ1　
　酢　　　　　　大さじ1
ラー油　　　　　適量　
青じそ（千切り） ２枚

④餃子の皮に③を小さじ１強くらいのせ、皮の周囲に水をつけ包む。

棚田米や雪下人参を使ったジュースなど
人気商品が店頭に並ぶ

ギネス認定されているつるし雛

新潟市中央区  ワイオリキッチン  フードコーディネーター  若木ふよ子様  考案

住　　所 　十日町市本町六の1丁目71-26
電話番号 　025-757-2323
営業時間 　9時00分～18時00分
定 休 日 　毎月第2水曜日

「新潟ウチごはん
プレミアムHP」

➡➡➡

キュウリの食感がなくならないよう
水餃子は茹ですぎないように気を付
けます。また、冷水でしめることで
のど越し良く、キュウリのシャキシャ
キとした食感が味わえます。

253

117
至小千谷

キナーレ●

至津南

至上越 至柏崎

●
十日町
警察署

●
十日町
市役所

至南魚沼

本町西線

昭和町通り 

コ
モ
通
り

駅
通
り

本町6丁目本町通り

JR飯山線・ほくほく線

クロステン十日町

十日町駅

十
日
町
市道

の
駅 

ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町

す
る
美
術
館
が
大
地
の
芸
術
祭
の
主
要
施
設
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、芸
術
鑑
賞
を
し
な
が
ら
、立
ち
寄
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ぐるり旅

（
（
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職員紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6～10
収入保険加入状況と支払実績・・・・・・・・P11

新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和6年7月5日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
6月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

空欄に入る漢字を入れてできる二字熟語は何でしょう。

漢字を組み立てて二字熟語を
完成させてください

2月号のこたえ「意 思」　応募数/689名　正解数/688名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

能登半島地震の被害状況・・・・・・・・・・・P4～5

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

お友達
募集中

公式アカウント

寒

干

塩 肉

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
佐
渡
市
栗
野
江
地

区
で
水
稲
と
ネ
ギ
を
栽
培
し
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
齋
藤
正

志
さ
ん（
39
）
と
、
４
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ

の
小
学
校
１
年
生
に
な
っ
た
浩
志
さ
ん

（
６
）
で
す
。
収
穫
期
を
迎
え
た
ネ
ギ
の

畑
で
撮
影
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
通
年
で
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る

た
め
に
ネ
ギ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
活
動
を
始
め
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
す
齋
藤
さ
ん
。
今
後
は
ネ
ギ
の

栽
培
規
模
拡
大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
齋
藤
さ
ん
の
魅
力
が
溢
れ
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

【
え
ぶ
り
で
ー
マ
ー
シ
ー
】
を

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

は
!?

長岡実測センター　〒950-0033  長岡市今朝白2丁目7-11　　TEL0258-86-6728　FAX0258-86-6729

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I
か
ら
の

お
・
知
・
ら
・
せ

家
畜
共
済
加
入
者
の
皆
様
へ

診
療
種
別
等
通
知
書
保
管
の
お
願
い

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
診
療
種
別
等
通
知
書
」
は
獣
医
師
が
診
療
し
た
際
に
、
診
療
の
内
容
や
使

用
し
た
薬
剤
な
ど
を
記
載
し
た
通
知
書
で
、
３
年
間
の
保
管
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
広
報
紙
№
17
号
の
「
明
日
へ
む
か
っ
て
」
で
、
本
文
中
に
大
根
を
桜
と
ナ
ラ

の
チ
ッ
プ
で
い
ぶ
し
て
い
る
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
ス
ギ
な
ど
の

チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

2024.6
JUNENo.18

降

具

時 戸

こ
う  

し

佐渡市栗野江  齋藤正志さん


